
■
県
本
部
は

10月
７
日
、
西

予
市
役
所
で
、
県
市
長
会
長

の
管
家
一
夫
・
西
予
市
長
に

要
請
を
実
施
。
同
日
、
伊
方

町
役
場
で
県
町
村
会
長
の
高

門
清
彦
・
伊
方
町
長
に
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

■
管
家
会
長
か
ら
「
自
治
体

労
働
者
を
守
る
、
働
く
環
境

を
守
る
、
地
域
・
自
治
体
の

安
全
安
心
や
生
活
環
境
を
守

る
た
め
に
い
ろ
ん
な
点
で
の

要
望
と
、
時
代
に
対
応
す
る

新
し
い
問
題
に
対
し
て
も
広

範
に
説
明
い
た
だ
い
た
。
県

市
長
会
の

11市
長
に
共
有
し
、

自
治
労
連
の
要
望
と
検
討
事

項
を
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
コ
メ
ン
ト
。
続

い
て
参
加
者
か
ら
「
時
間
外

の
適
正
な
把
握
、
業
務
片
づ

け
・
残
務
整
理
は
労
働
時
間

と
し
適
切
に
手
当
支
給
い
た

だ
き
た
い
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
を
前

提
に
窓
口
開
庁
時
間
の
短
縮

も
お
願
い
し
た
い
」
「

60歳

か
ら
給
与
７
割
に
な
っ
て
い

る
が
、
入
庁
時
期
に
よ
っ
て

は

20万
円
程
度
に
な
る
人
が

い
る
。
一
律
３
割
カ
ッ
ト
は

や
め
、
昇
給
も
続
く
よ
う
要

望
す
る
」
「
県
下
の
自
治
体

で
は
財
政
状
況
が
厳
し
い
。

西
予
で
は
職
員
の
給
与
カ
ッ

ト
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

に
も
別
の
自
治
体
で
管
理
職

手
当
の
一
部
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
た
等
も
あ
る
。
事
業
見
直

し
・
健
全
化
を
こ
そ
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
。

管
家
会
長
か
ら
「
西
予
市
は

財
政
難
で
、

10月
現
在
財
政

調
整
基
金
は
あ
る
程
度
戻
っ

た
が
、
県
人
勧
３
％
引
き
上

げ
な
ど
は
実
施
予
定
。
危
機

脱
却
へ
計
画
を
公
表
し
、
職

員
の
給
与
・
報
酬
カ
ッ
ト
を

実
施
す
る
。
組
合
と
の
交
渉

で
カ
ッ
ト
の
期
間
３
年
を
１

年
短
縮
、
一
律
実
施
を
等
級

で
差
を
つ
け
る
こ
と
で
合
意

し
た
。
市
民
に
も
痛
み
を
伴

う
改
革
を
お
願
い
す
る
立
場

と
し
て
自
ら
カ
ッ
ト
す
る
こ

と
へ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

み
な
さ
ん
の
要
望
の
中
身
は

良
い
こ
と
を
書
い
て
い
る
と

思
う
。
地
方
交
付
税
算
定
要

望
は
私
た
ち
も
復
活
を
お
願

い
し
て
い
る
が
過
疎
債
の
利

用
を
促
さ
れ
た
。
私
た
ち
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

■
県
町
村
会
長
要
請
で
は
、

各
項
目
の
説
明
と
意
見
交
換

を
項
目
ご
と
に
行
い
ま
し
た
。

〔
初
任
給
の
市
町
の
ば
ら
つ

き
等
〕
高
門
会
長
「
伊
方
町

は
人
件
費
が
年
２
億
円
上
が

り
比
重
も
高
く
、
財
政
的
に

は
し
ん
ど
い
」
「
ラ
ス
指
数

も
県
内
の
町
で
２
位
に
改
善
」

「
今
年
も
人
勧
通
り
改
善
を

予
定
」
。
〔
専
門
・
資
格
職

の
採
用
困
難
〕
「
予
算
を
町

で
付
け
、
実
際
の
仕
事
を
県

に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

建
設
の
適
正
価
格
設
定
な
ど

難
し
い
点
も
あ
る
」
。
〔
両

立
支
援
等
〕
「
若
い
人
は
良

く
制
度
を
勉
強
さ
れ
て
お
り

詳
し
い
」
。
〔
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
〕
「
町
で
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
要
綱
を
作
成
」

「
組
合
で
も
メ
ン
タ
ル
面
で

休
む
人
が
増
え
て
い
る
か
、

把
握
し
て
い
る
か
」
。
組
合

『
間
違
い
な
く
増
え
て
い
る
、

内
子
町
等
で
も
増
え
て
い
る

状
況
』
。
〔

60歳
超
働
き
方
・

再
任
用
使
用
級
、
会
計
年
度

職
員
と
の
給
与
逆
転
〕
「
定

年
ま
で
に
あ
る
程
度
の
水
準

に
到
達
す
る
た
め
、
給
与
７

割
で
生
活
困
難
は
な
い
」

「
昨
年
度
は
会
計
年
度
職
員

へ
の
応
募
は
多
か
っ
た
。
３

年
で
の
公
募
も
、
定
年
も
な

い
」
。
〔
町
村
会
へ
の
要
望
・

地
方
交
付
税
・
民
営
化
阻
止
〕

「
地
方
交
付
税
措
置
は
陳
情

し
た
が
、
過
疎
債
の
利
用
を
、

と
言
わ
れ
た
」
「
県
か
ら
ス

マ
ー
ト
・
Ｄ
Ｘ
施
策
対
応
で

人
を
派
遣
す
る
検
討
が
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
た

め
の
人
材
確
保
な
ど
課
題
も

あ
る
よ
う
だ
」
。
内
子
町
職

の
大
野
委
員
長
か
ら
「
国
の
、

例
え
ば
給
付
金
・
補
助
金
の

制
度
や
種
類
も
増
え
、
小
さ

な
自
治
体
ほ
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
を
一
斉
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
職
員
の
負
担
が
大

き
い
。
住
民
の
た
め
に
、
住

民
に
も
職
員
に
も
使
い
や
す

い
、
わ
か
り
や
す
い
、
シ
ン

プ
ル
な
制
度
を
下
ろ
す
よ
う

町
村
会
か
ら
も
要
望
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
要
請
。
高
門
会

長
か
ら
「
そ
の
通
り
で
『
計

画
の
提
出
を
』
と
言
わ
れ
、

そ
の
計
画
を
出
さ
な
い
と
補

助
金
も
出
ず
、
一
苦
労
で
矛

盾
も
感
じ
る
」
と
応
じ
ら
れ
、

最
後
に
高
門
会
長
か
ら
「
率

直
な
現
場
の
声
も
伺
っ
た
。

改
善
の
方
向
に
持
っ
て
い
き

た
い
」
な
ど
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

■「給与勧告」…月例給 民間を11,010円下回るため、国勧告基礎に公民較差是正に必要な率を乗じて改定

（１）月例給 ◎比較方法の見直し…比較対象を企業規模 50 人以上から 100 人以上に引上げ

◎人事院勧告の内容（若年層に特に重点を置きつつ、その他の職員も昨年を大幅に上回る引上げ）

を基礎として、（地域手当のない愛媛県では）公民較差の是正に必要な率（0.62％）を国家公

務員給料表に乗じて得た額に改定。初任給も大幅に引上げ

※県職員 高卒初任給 …１級９号 ＋12,314円 大卒初任給 …１級29号 ＋12,120円

■「給与勧告」…特別給 民間4.64月・公務4.60月→年間0.05月分《期末・勤勉各0.025月》引上げ

（２）一時金 〔今年度〕12月期末・勤勉手当が、各＋0.025月となる。（年合計4.65月）

〔来年度以降〕６月・12月ボーナスの期末・勤勉手当を＋各0.0125月とする。

※ 会計年度任用職員の期末・勤勉手当については、その他の職員との均衡を踏まえ適切に対応すること（報告より）

■「給与勧告」…通勤手当 自動車等使用し通勤する職員の負担軽減へ改定、駐車場利用通勤手当を新設

（３）通勤手当…自転車等使用者に対する通勤手当を見直し。民間の支給状況等を踏まえ、以下のとおり見直し

《Ａ／Ｒ７年４月実施、Ｂ・Ｃ／Ｒ８年４月実施》

Ａ １カ月当たりの支給額を引上げ（＋800円～15,800円） ※県は国と異なる額の表を使用している

Ｂ 『100km以上（66,400円）』など距離区分を新設（現行５km単位で95km以上まで） ※同上

Ｃ 駐車場等の利用に対する通勤手当を新設（１カ月当たり上限5,000円）

□県と民間との初任給比較（2025年４月）県職員初任給は県内民間企業初任給平均を下回る。昨年比で格差は縮小。

〔県人事委員会データ〕県職員行政職と民間企業との初任給比較（上段2024年４月現在、下段2025年４月現在）

【大卒】民間216,384円・県職員203,553円（較差12,831円） 【高卒】民間177,150円・県職員171,874円（較差5,276円）

【大卒】民間234,296円・県職員226,953円（較差 7,343円） 【高卒】民間199,329円・県職員195,667円（較差3,662円）

（１） 第５８５号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２５年 １０月３０日

第 ５８５ 号

日 程

【11月】

５ 全国いっせい生計費調査

運動スタート集会（web）

９ 県自治研集会（松山）

自治体病院全国交流集会

（兵庫～10、web併用）

12 医療三単産国会議員要請

15 県本部労安職業病対策委

員会（web併用）

16 自治労連保育・学童保育

闘争意思統一集会（東京）

「保育大集会」（東京）

17 松山市職労定期大会

保育政府・国会要請行動

22 全労連四国働くもの学習

交流集会in愛媛（伊予～23）

24 地域医療を守る運動全国

交流集会（東京・web併用）

25 過労死等防止シンポジウ

ムin愛媛（愛媛大学）

26 県本部拡大執行委員会・

県市町振興課要請（県庁）

28 今治水道労組定期大会

29 自治労連四国ブロック定

期総会・事前会議（徳島）

30 自治労連四国ブロック共

済学校（徳島）

9月27～28日大分県「別大

興産スタジアム」で《自治労連

四国九州交流野球大会》が開催

（主催：九州ブロック、共催：

四国ブロック、現地事務局：大

分自治労連）され、4試合を行

い、高知県【南国市職労】が２

勝で１位、長崎県【長崎市従組】

が１勝１敗（得失点差）で２位、

愛媛県【松山市職労】が１勝１

敗で３位、佐賀県【唐津市労連】

が２敗で４位となりました。2

020年以降《自治労連全国野球

大会》が開催されず、初めてブ

ロックを超えた《交流野球大会》

で「第１回」としました。1日

目夜には「交流会」でチームを

超えて親睦を深めました。



新
居
浜
市
社
協
労
組
は
９

月

26日
「

25年
度
定
期
総
会
」

を
開
催
。
来
賓
の
森
賀
県
本

部
執
行
委
員
長
が
ミ
ニ
人
勧

学
習
を
兼
ね
、
「
春
闘
、
人

勧
と
賃
上
げ
の
流
れ
は
続
い

て
い
る
が
、
中
小
企
業
・
社

協
の
よ
う
な
関
連
団
体
に
は

届
い
て
い
な
い
。
公
務
公
共

関
連
職
場
の
賃
上
げ
に
と
り

く
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

総
会
で
は
活
動
経
過
・
決
算

を
報
告
。
新
執
行
部
体
制
を

全
会
一
致
で
承
認
後
、
再
任

さ
れ
た
阿
部
委
員
長
が
、
活

動
方
針
案
、
予
算
案
を
提
案

し
、
全
会
一
致
で
可
決
。
ま

た
、
今
年
度
採
用
の
３
人
の

新
組
合
員
が
紹
介
さ
れ
、
参

加
者
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
特
別
会
員
も

交
え
て
、
懇
親
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
居
浜
水
道
労
働
組
合
は

９
月

29日
「

25年
度
定
期
大

会
」
を
開
催
。
来
賓
で
森
賀

県
本
部
委
員
長
、
越
智
新
居

浜
市
職
労
委
員
長
が
参
加
。

森
賀
委
員
長
が
ミ
ニ
学
習
会

を
兼
ね
て
「

25人
勧
」
の
概

略
と
「
初
任
給
引
き
上
げ
」

等
の
秋
季
年
末
闘
争
の
課
題

を
説
明
。
ま
た
、
新
居
浜
水

道
が
い
ち
早
く
提
唱
し
た
技

術
職
の
育
成
方
針
は
県
内
に

広
が
り
、
全
国
で
も
同
様
の

動
き
が
出
て
い
る
と
報
告
。

大
会
で
は
、
執
行
部
の
活
動

経
過
・
決
算
報
告
、
活
動
方

針
・
予
算
案
を
全
会
一
致
で

承
認
。
新
執
行
部
に
藤
田
委

員
長
な
ど
選
出
。
藤
田
委
員

長
は
「
働
き
が
い
も
っ
て
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
仕
事
が

で
き
る
労
働
条
件
確
立
を
め

ざ
そ
う
」
と
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
９
月

29日
、

青
年
部
の
晩
ご
飯
企
画
と
し

て
「
い
も
た
き
」
を
実
施
し
、

17人
の
青
年
部
員
が
参
加
。

部
署
や
勤
務
地
の
垣
根
を
越

え
て
、
伊
予
市
の
秋
の
風
物

詩
を
囲
み
な
が
ら
に
ぎ
や
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
保
育
所
や
出
先
機
関
の

職
員
の
方
々
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
普
段
あ
ま
り
接
点
の

な
い
部
員
同
士
が
自
然
と
打

ち
解
け
る
、
温
か
い
交
流
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
席
は
く

じ
引
き
で
ラ
ン
ダ
ム
に
配
置

し
、
あ
ち
こ
ち
で
会
話
が
弾

む
楽
し
い
雰
囲
気
に
。
い
も

た
き
の
や
さ
し
い
味
わ
い
に

心
も
体
も
ほ
っ
こ
り
と
癒
さ

れ
、
仕
事
を
離
れ
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
貴
重
な
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
も
っ
と
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
た
い
」
「
と
て
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
な
ど
好
評

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は

10／

31に
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

西
予
医
療
介
護
労
組
は

10

月

15日
「
執
行
委
員
会
」
を

開
催
し
９
人
が
参
加
。
活
動

経
過
で
、
○
市
公
平
委
員
会

へ
の
分
限
免
職
処
分
異
議
申

立
は
、
９
／

11反
論
書
を
提

出
し
、
委
員
会
で
論
点
整
理

中
。
○
９
／

18市
議
会
議
員

意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
質

問
に
対
し
、
近
日
中
に
文
書

で
回
答
。
当
面
の
活
動
で
は

○
提
出
し
た
「
要
求
書
」
へ

の
３
つ
の
回
答
（
協
会
・
施

設
長
・
市
長
）
を
精
査
し
、

11月
中
に
「
秋
の
要
求
書
」

を
提
出
。

10月
中
職
員
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
４
月
以
降
の
職

場
状
況
と
改
善
要
求
」
「
現

給
保
障
試
算
結
果
へ
の
意
見

要
望
」
な
ど
声
を
集
め
る
こ

と
を
確
認
し
「
毎
月
の
執
行

委
員
会
と
『
組
合
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』

発
信
を
重
視
し
よ
う
」
な
ど

意
見
交
換
。
単
組
と
医
療
介

護
評
、
県
医
労
連
に
つ
い
て

も
再
確
認
し
ま
し
た
。

９
月

25日
、
東
京
・
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
の
「
も
う

限
界
平
和
と
社
会
保
障
を

立
て
直
せ
！
９
・

25い
の
ち

ま
も
る
総
行
動
」
に
全

国
か
ら
２
２
０
０
人
が

参
加
。
集
会
の
最
後
に
、

厚
生
労
働
省
に
向
け
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
「
い

の
ち
を
ま
も
れ
！
」

「
軍
事
費
を
削
っ
て
社

会
保
障
に
ま
わ
せ
！
」

な
ど
、
銀
座
ま
で
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

実
行
委
員
会
の
代
表
者
が
厚

生
労
働
省
へ
「
地
域
医
療
を

支
え
る
自
治
体
病
院
の
果
た

す
役
割
は
極
め
て
重
要
。
国

の
責
任
で
医
療
制
度
拡
充
を

求
め
る
」
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
「
大
勢
が

集
ま
り
、
問
題
解
決
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
が
良
く
伝

わ
っ
た
」
「
全
国
の
仲
間
と

の
パ
レ
ー
ド
で
１
人
で
は
な

い
心
強
さ
や
連
帯
の
力
を
感

じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

10月
19日

、
県
民
大
運
動

各
界
連
絡
会
議
が
松
山
市
で

学
習
会
を
開
催
し

40人
が
参

加
。
「
な
ぜ
暮
ら
し
は
苦
し

い
の
か
？
解
決
へ
の
展
望
を

学
ぶ
」
と
題
し
、
石
川
康
宏

さ
ん
（
神
戸
女
学
院
大
学
名

誉
教
授
）
が
「
く
ら
し
改
善

へ
の
展
望
と
課
題
」
を
講
演
。

講
師
は
、
〇
選
挙
結
果
と
そ

の
後
か
ら
「
若
い
世
代
の
政

治
へ
の
関
心
」
が
広
が
っ
て

い
る
、
○
日
本
人
フ
ァ
ー
ス

ト
へ
の
支
持
は
「
自
分
の
生

活
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と

い
う
期
待
」
な
ど
指
摘
。
組

合
も
団
体
も
○
こ
ん
な
暮
ら

し
と
社
会
を
一
緒
に
つ
く
ろ

う
の
よ
び
か
け
が
大
事
、
○

ま
わ
り
の
共
感
を
広
げ
る
た

め
に
大
事
な
の
は
聞
く
チ
カ

ラ
＝
話
す
側
が
黙
る
チ
カ
ラ
、

〇
会
議
の
や
り
方
を
変
え
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
み
ん
な
で

決
め
実
践
す
る
組
織
づ
く
り

を
、
な
ど
提
起
し
ま
し
た
。

■
季
節
の
変
わ
り
目
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
朝
夕
冷
え

込
む
日
も
あ
り
、
体
調
を
崩

さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な

け
れ
ば
と
…
感
染
症
に
か
か

ら
な
い
よ
う
体
調
管
理
に
努

め
た
い
で
す
。

（
今
治
・
木
村
）

■
あ
ん
こ
も
の
な
ら
な
ん
で

も
大
好
き
。
朝
ド
ラ
に
も
登

場
し
た
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
頭

の
中
身
は
つ
ぶ
あ
ん
で
、
作

者
の
好
み
と
で
こ
ぼ
こ
の
方

が
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
理
由
だ
と
か
。
ず
っ
と

つ
ぶ
あ
ん
の
頭
で
人
生
を
送

り
た
い
な
、
と
あ
ん
餅
を
食

べ
な
が
ら
暑
い
お
祭
り
を
過

ご
し
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
バ
タ
バ
タ
し
た
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
お
祭
り
が

終
わ
れ
ば
も
う
年
末
と
言
う

こ
と
に
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
。

（
新
居
浜
・
髙
橋
）

■
前
号
一
面
の
県
本
部
労
働

学
校
の
記
事
に
あ
っ
た
小
淵

港
教
授
、
学
生
時
代
に
講
義

を
取
っ
て
ま
し
た
。
今
も
御

活
躍
さ
れ
て
い
る
姿
に
自
分

も
負
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
定
年
ま
で
半
年
を
切
り
、

長
か
っ
た
保
育
士
生
活
を
振

り
返
る
と
日
々
明
る
く
楽
し

か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
保
育
を
担
う
後
輩

た
ち
に
も
楽
し
く
仕
事
を
し

て
い
け
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。
県
南
に
も
ま
だ
行
っ

た
こ
と
な
い
場
所
も
多
く
あ

る
の
で
、
退
職
し
て
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
回
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
愛
南
・
三
堂
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５８５号

２０２５年 １０月３０日

■
５
８
３
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ビ
ョ
ウ

ド
ウ
」
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
）

で
し
た
。
正
解
は
８
通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

平
田
朋
未
（
新
居
浜
）

越
智
紀
幸
（
今

治
）

西
原
紀
子
（
新
居
浜
）

倉
谷
剛
志
（
今

治
）

小
野
珠
李
亜
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

11月

27日
【
発

表
】
５
８
７
号
（

12月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①赤穂事件時の領主、浅野○○○○○○

④○○○○⇔広義

⑦医師の診察を受けること

⑧心や気持ちがゆれ動く。平静を失う

⑨漢字の偏の一。「牧」「物」など

【タテのカギ】

①保育所などの空きを待つ子どものこと

②金星。明けの／宵の○○○○○○

③過ぎ去った時、昔。○○を振り返る

⑤牛の脂肪を精製したもの。ヘット

⑥テングサを加工した食品、水ようかんの

材料

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で

愛
媛
県
出
身
の
劇
作
家
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


